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◎医療体制の整備と安心のネットワークづくり
◎救急医療体制の確保、在宅医療の充実
◎病院改革プランを基本にした病院事業の経営の健全化
◎医療機関との連携も含めた医療のネットワーク化の推進
◎市立病院と民間医療機関の連携
◎在宅療養支援診療所、訪問看護ステーションなどの拡充
◎自宅療養困難者のための老人保健施設の整備
◎地域における連携ネットワークづくり
◎防火水槽の計画的な設置に向けた推進
◎一般住宅への住宅用火災警報器の設置促進
◎消防団団員数の確保に努め、消防団の充実強化
◎道路・上水道・下水道の整備など資本の整備

◎豊富な地域資源を活かした資源循環型農業を推進
◎環境負荷低減と生態系保全などの環境に配慮した農業
◎安全・安心な農畜産物の消費・販路拡大
◎農・商・工が連携した多様な販路の拡大開拓
◎関係団体や民間企業との連携強化
◎地産地消流通システムの整備
◎企業誘致などによる雇用の場の創出
◎長沼工業団地の地理的、価格的優位性のＰＲ
◎既存企業の支援、新たな企業立地の推進
◎民間人を登用する期限付き採用職員制度の創設
◎中小企業者の経営安定対策などの支援体制を充実
◎登米市商店街にぎわい戦略事業の支援
◎新たな観光客の誘客を図るため、観光資源の整備
◎観光事業者と連携した観光ルートの開発
◎針葉樹林と広葉樹林の長期的混交林化の推進
◎森林空間を生かした森林セラピー基地の林道網などの整備

◎市民との協働によるまちづくりの基本姿勢の堅持、発展
◎市民と行政とによる協働のまちづくりを推進
◎地域の能力と可能性を十分発揮できる施策の展開
◎協働によるまちづくりのより実践的な取り組みの展開
◎市政に参加しやすい環境の整備を推進
◎（仮称）登米市まちづくり基本条例の制定
◎（仮称）登米市男女共同参画条例の制定
◎広く市民から意見を求める手法などについて十分な配慮
◎市民が創る地域のまちづくり計画の策定支援

◎学校と家庭での相互学習をする「登米っ子学習」の推進
◎習熟度別学習の導入による個に応じた授業の展開
◎地域に愛される施設として公民館などの利活用
◎指定管理者制度導入についての方向性の確立
◎計画的な施設整備と安全・安心な教育環境の確保
◎総合型地域スポーツクラブの拡充
◎安全・安心な教育環境等の確保
◎各町域に放課後子供教室の開設
◎青少年の海外派遣と受け入れ事業の継続、相互交流の推進
◎ボランティア組織と連携・強化を図り、市民文化祭の開催
◎施設の効率的な運営と、芸術文化情報の発信

４年間の重点項目

安全・安心して暮らせる体制づくり

市長 所信表明

活力と雇用を生み出す産業の振興

協働のまちづくりの更なる発展

個性を輝かせ、能力を引き出す教育

持続的な発展を遂げる

登米市の強固な基盤づくりを
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■スポーツイベントをサポートしてみませんか？
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自己紹介で市政への思いを話すモニター

町域氏名№

迫三　塚　良　一１

迫菅　原　邦　子２

迫尾　形　美穂子３

登米新　田　修　平４

登米須　藤　明　美５

東和首　藤　　　誠６

東和工　藤　一　子７

中田日　野　英　俊８

中田佐　藤　正　子９

中田草　野　成　子１０

豊里佐々木　百合子１１

豊里武　山　麗　子１２

米山井　崎　米　子１３

米山鈴　木　すず江１４

石越佐々木　儀　一１５

石越菅　原　美和子１６

南方森　　　圭　子１７

南方阿　部　常　道１８

津山阿　部　佐和子19

津山佐々木　寿　光20

登米市市政モニター（敬称略）

「スポーツボランティア」を募集します

【活動内容】

　

【登録】

　まず、スポーツボランティアバンクに登録してい

ただきます。ボランティアが必要なスポーツ大会、

スポーツイベントを開催するときには、登録者に通

知して参加について確認します。参加できる人が定

員を超えた場合には、抽選などで決定します。

【募集対象】

　高校生以上の市内に在住・在職している人。

　※申し込みの時点で１８歳未満の人は、保護者の同

　意が必要です。

【報酬など】

　報酬はありません。交通費は自己負担です。活動

中の傷害保険については、スポーツ大会・イベント

主催者において加入します。

【応募方法】

　電話、ファクシミリまたは電子メールでお申し込

みください。ファクシミリ、電子メールの場合は、

住所、氏名、電話番号、生年月日のほか、「スポーツ

ボランティア希望」と明記のうえ提出してください。

【ボランティアが必要なスポーツ大会・

　　　　　スポーツイベント（平成２１年４月現在）】

【申し込み・問い合わせ】

　　教育委員会生涯学習課　体育振興係　

　　 ０２２０（３４）２６９８　胃 ０２２０（３４）２５０４

　　死 syogaigakusyu@city.tome.miyagi.jp

選手のサポート　　　 来場者へのおもてなし
試合や式典の運営補助 会場設営や準備 開催地大会名大会日時

中田町ほか市ふるさとスポーツ大会８月２３日（日）

迫　町長沼レガッタ９月１３日（日）

中田町市スポーツまつり１０月１２日（祝）

登米町カッパハーフマラソン１１月２２日（日）

　市では、地域やスポーツ団体が開催する各種スポーツイベントの運営ボランティアを募集します。ス
ポーツが好きな人、ボランティア活動に関心がある人、また、自分が持っている専門的能力を何かに役
立てたいと思っている人など、お気軽にご登録ください。


